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§１．研究成果の概要 

 

本研究の目的は、らせん磁気構造から構成されるトポロジカル磁性体が発現する結晶対称性お

よびその安定化機構を明らかにすることである。以下に本年度で得た主な成果を記す。 (1) 水平

鏡映対称性の破れた結晶構造における高いトポロジカル数をもつ磁気スキルミオン結晶の新しい

安定化機構の解明。(2) 磁場方向に敏感な短周期磁気スキルミオン結晶の安定化機構の解明と f

電子化合物 EuPtSi への適用。(3) 容易面型の異方性を有する磁性絶縁体における磁気スキルミ

オン結晶の解析。(4) 122 の磁気点群に対する多極子の分類論の構築。(5) 遍歴電子フラストレー

ション機構により誘起されるトポロジカルスピン構造に関するレビュー論文。(6) 空間反転対称性の

破れた三角格子上でのメロン-反メロン結晶相の発見。(7) 多重 Q 磁気構造下での電荷秩序形成

の微視的理論の構築。(8) 容易軸異方性をもつ遍歴磁性体における磁気スキルミオン結晶-磁気

バブル結晶の有限温度相転移の解析。(9) スピンの波の位相変化を用いたスキルミオン結晶の新

しい制御法を発見。(10) 空間反転中心な離散格子上におけるスキルミオンコアに関する解析。

(11) 長距離相互作用のもとで安定化するらせん磁性体に対するスピン波励起の理論。(12) 非相

反マグノンバンドを促す微視的模型パラメタの抽出法の理論。(13) 交替的なジャロシンスキー・守

谷相互作用を有する空間反転対称な結晶構造のもとでの磁気スキルミオン結晶相の安定化機構。

（14） らせん磁気構造下での電子バンドに生じる反対称スピン分裂の理論。(15) 波数空間におけ

るフラストレーションが誘起する多重磁気スキルミオン相の発見。 (16) 面内磁場下において

GdRu2Si2 が示す多彩な多重 Q 磁気秩序状態に対する理論模型の構築。(17) 三方晶・六方晶系

における単一イオン異方性下での磁気スキルミオン結晶の安定性の解析。(18) C4h 点群下での磁

気スキルミオンが示すヘリシティロッキング。 (19) EuAl4で観測された多重磁気スキルミオン相に対

する理論模型の構築。 
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